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東
光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
住
宅

▽
住
宅
番
号
　
Ｔ
H
　
―
１

１３

▽
募
集
戸
数
　
１
L
D
K
・
１
戸

▽
基
本
家
賃
　
１
６
，１
０
０
円
～

４
２
，７
０
０
円

▼
入
居
資
格

茨
　
歳
以
上
の
単
身
者
、　

歳
以

６０

６０

上
の
方
の
み
の
世
帯
（
同
居
者

は
親
族
で
あ
る
こ
と
）
、
双
方

ま
た
は
一
方
が
　
歳
以
上
の
夫

６０

東
光
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
入
居
者
募
集

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

允
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

印
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

咽
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

員
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
因
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
負
担
金
等
　
家
賃
の
ほ
か
に
、

入
居
者
の
前
年
の
所
得
税
額
に

応
じ
て
算
出
さ
れ
る
生
活
援
助

員
の
派
遣
負
担
金
（
月
額
４
，９

０
０
円
を
限
度
）
、
車
を
所
有

し
て
い
る
方
は
駐
車
場
使
用
料

と
し
て
月
額
１
，５
０
０
円
が
か

か
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書
▼
締
め
切
り
　
　
月
　
日
（
月
）

１２

１６

　
　
時
ま
で

１６
▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
～
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

婦
の
み
の
世
帯
の
方

芋
自
立
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る

こ
と

鰯
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
１
月
　
日
（
１
１
０
番
の
日
）

１０

に
空
知
建
設
業
協
会
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ヒ
ー
ロ
ー
「
建
設
戦
士
ツ
ク
ル

ン
ダ
ー
」
が
赤
歌
警
察
署
の
一
日

署
長
と
な
り
、
１
１
０
番
通
報
の

正
し
い
利
用
に
つ
い
て
広
報
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
用

制
服
の
試
着
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
令
和
２
年
１
月
　
日
１０

（
金
）
９
時
　
分
～
　
時

４５

１１

▼
と
こ
ろ
　
赤
平
市
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ら
い

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
地

域
課
（
緯
３
２
～
１
１
１
０
）

…………………………………………………………………………………

　
現
在
、
市
道
筍
沢
線
の
か
も
い

岳
ビ
レ
ッ
ヂ
か
ら
下
り
方
向
へ
２

０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
、
翌
年

４
月
ま
で
車
両
迂
回
を
お
願
し
て

い
ま
す
。
車
両
に
つ
い
て
は
、
市

道
歌
神
三
区
線
を
迂
回
す
る
か
、

神
威
市
街
交
差
点
か
ら
道
道
砂
川

・
歌
志
内
線
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

※
歩
行
者
は
今
ま
で
ど
お
り
通
行

で
き
ま
す
。

市
道
筍
沢
線
一
部

車
両
迂
回

▼
問
い
合
わ
せ
　
土
木
建
築
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

２
２
２
３
）

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内

　
市
で
は
次
の
と
お
り
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

早
め
に
ご
予
約
の
う
え
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

■
接
種
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を

有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

茨
　
歳
以
上
の
方

６５
芋
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
で
、

６０

６５

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
機
能
な
ど

に
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日

常
の
生
活
に
お
け
る
活
動
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
内
部
疾
患
１
級
に

該
当
す
る
方
）

鰯
１
歳
～
中
学
生

■
実
施
医
療
機
関
・
予
約
先

▽
歌
志
内
市
立
病
院
（
緯
４
２
～

３
１
８
５
）

▽
勤
医
協
神
威
診
療
所
（
緯
４
２

～
２
０
２
５
）

■
料
　
金
　

▽
接
種
対
象
者
茨
・
芋
の
方
　
１
，

０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
の
で
、
申
し
込

み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）

※
接
種
を
希
望
す
る
方
で
、
市
外

の
施
設
に
入
所
ま
た
は
入
院
中

の
た
め
市
内
で
接
種
で
き
な
い

場
合
は
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
３
２

１
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
対
象
者
鰯
の
方
　
無
料

※
他
市
町
村
で
接
種
さ
れ
る
方
は
、

全
額
自
己
負
担
で
す
。

■
持
参
す
る
も
の
　

▽
健
康
保
険
証

▽
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
生
活
保

護
手
帳
（
受
給
票
）

▽
接
種
対
象
者
芋
に
該
当
す
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳

▽
接
種
対
象
者
鰯
に
該
当
す
る
方

は
、
母
子
健
康
手
帳
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エ
ゾ
シ
カ
一
斉
捕
獲
（
年
2

回
）
に
つ
い
て
、
本
年
度
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
猟
友
会
砂
川
支
部
歌

志
内
部
会
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
エ
ゾ
シ
カ
一
斉

捕
獲
終
了
後
も
、
猟
友
会
の
協
力

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
強
化
週

間
の
捕
獲
結
果

■一斉捕獲結果

令和元年度平成３０年度

１５頭５頭春の一斉捕獲

７頭８頭秋の一斉捕獲

１２９頭
平成３１年４月～
令和元年１０月３１日現在

１３９頭
平成３０年４月～
　　平成３１年３月

年間総捕獲頭数

に
よ
り
、
安
全
管
理
に
万
全
を
尽

く
し
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ
と
振
興

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
～
３
２
１
５
）

………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

消防クイズに挑戦！の答え
問①　今年の秋からの防火標語です。○に当ては
　　　まる言葉は？
　　　「○○○○○　いいね！で確認　火の用心」
正解　ウ『ひとつずつ』

▽防火意識向上を目的に、全国から作品を募集し
選ばれたものを秋の火災予防運動時から使用し
ています。

問②　住宅用火災警報器（電池式）は何年を目安
　　　に交換？
正解　イ『１０年』

▽住宅用火災警報器は、一般的に電池で動いてい
ます。火災感知のため常に作動しており、寿命
の目安は約１０年とされています。

問③　歌志内市消防本部には救急車が何台ある？
正解　イ『２台』

▽全国的に救急出動件数は増加傾向にあり、歌志
内では、昨年２３１件の救急出場中５件は同時刻
に救急要請が重なり、救急車１台では迅速に対
応できなかった事例があります。救急車の適切
な利用にご協力をお願いします。

諮問い合わせ　予防・保安グループ（消防本部緯４２
～３２５５）

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
な
ど
の
受
給
資
格
期

間
が
　
年
（
１
２
０
月
）
以
上
あ

１０

る
人
が
、
原
則
　
歳
か
ら
受
け
ら

６５

れ
る
年
金
で
す
。

　
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の

２０

６０

　
年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
は
満

４０額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
少
な
く
と
も
　
年
以
上

１０

の
受
給
資
格
期
間
が
必
要
で
す
。

▼
受
給
す
る
た
め
の
要
件

茨
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
芋
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）
を
受
け

た
期
間

※
た
だ
し
、
一
部
納
付
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
一
部
納
付
保

険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
扱
い

と
な
り
ま
す
。

鰯
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
を

受
け
た
期
間

老
後
の
備
え
に

老
齢
基
礎
年
金

允
昭
和
　
年
４
月
以
後
の
厚
生
年

３６

金
の
被
保
険
者
期
間
ま
た
は
共

済
組
合
の
組
合
員
期
間

印
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期

間
咽
カ
ラ
期
間
（
加
入
が
任
意
だ
っ

た
た
め
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

な
ど
）

※
く
わ
し
く
は
、
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
～
２
１
４
４
）
ま

た
は
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２
１

７
）
へ
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
、
「
我
が
家
に
来
て
開
催
し
て

ほ
し
い
」
「
町
内
の
集
会
に
あ
わ

せ
て
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
市
内
に
い
る
認

知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
（
講
師

有
資
格
者
）
が
出
向
い
て
講
座
を

行
い
ま
す
。
団
体
で
も
個
人
か
ら

の
希
望
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
講
座
概
要
　
厚
生
労
働
省
が
定

め
る
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
き
実
施
（
　
～
　
分
程
度
）

６０

９０

▼
対
象
者
　
小
学
生
以
上

※
受
講
者
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
と
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
お
渡
し
し

ま
す
。

▼
申
込
期
間
　
令
和
２
年
２
月
末

ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
開

催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に

保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所

２
階
緯
４
２
～
３
２
１
３
）へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
出
前
し
ま
す
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『
か
ぼ
ち
ゃ
の
そ
ぼ
ろ
あ
ん
か
け
』

②
え
の
き
茸
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、

鶏
ひ
き
肉
と
一
緒
に
深
め
の
器

に
入
れ
、
電
子
レ
ン
ジ
で
　
秒
３０

加
熱
す
る
。
Ａ
を
加
え
て
混
ぜ

合
わ
せ
、
レ
ン
ジ
で
１
分
加
熱

し
、
よ
く
か
き
混
ぜ
て
と
ろ
み

を
つ
け
る
。

③
①
の
か
ぼ
ち
ゃ
に
②
の
そ
ぼ
ろ

あ
ん
を
か
け
る
。

▽
坊
ち
ゃ
ん
か
ぼ
ち
ゃ
、
冷
凍
か

ぼ
ち
ゃ
が
使
い
や
す
く
て
お
す

す
め
で
す
。

▽
え
の
き
茸
は
、
ひ
き
肉
と
違
和

感
な
く
馴
染
む
よ
う
に
細
か
く

切
り
ま
し
ょ
う
。

▽
そ
ぼ
ろ
あ
ん
は
、
レ
ン
ジ
加
熱

し
た
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
も
や

し
な
ど
に
も
合
い
ま
す
。

　
歌
志
内
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会

（
小
島
照
美
会
長
・

推
進
員
　
名
）
か
ら
、

22

お
す
す
め
の
健
康
料

理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
蒸
し
た

か
ぼ
ち
ゃ
に
え
の
き

茸
入
り
の
そ
ぼ
ろ
あ

ん
を
か
け
た
、
塩
分

と
脂
肪
分
控
え
め
の

一
品
で
す
。
電
子
レ
ン
ジ
で
少
量

か
ら
作
れ
る
の
で
食
べ
す
ぎ
も
防

げ
ま
す
。

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
一
口
大
に
切
り
、

電
子
レ
ン
ジ
で
や
わ
ら
か
く
な

る
ま
で
加
熱
し
、
器
に
盛
り
付

け
る
。

 ●
料
理
の
作
り
方

 ●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

▼材料２人分
　かぼちゃ ………………… １５０g
　鶏ひき肉 ………………… ２０ｇ
　えのき茸 ………………… ２０ｇ
　　めんつゆ(３倍濃縮）  小さじ２
　　水 ………………… 大さじ３
　　おろし生姜 …………… 少々
　　片栗粉 …… 小さじ１と１／２
▼１人分の栄養価
　エネルギー …………… ９８kcal
　食物繊維 ………………… ３ｇ
　塩分 …………………… ０．６ｇ

A

　
郷
土
館
ゆ
め
つ
む
ぎ
で
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
ち
な
み
、
子
ど
も
向

け
映
画
上
映
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
火
）　

１２

２４

１３

時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１５

３０

▼
入
館
料
　
上
映
会
参
加
者
は
無

料
（
保
護
者
を
含
む
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
館
（
緯
４

３
～
２
１
３
１
）

ク
リ
ス
マ
ス

子
ど
も
映
画
上
映
会

水
道
の
凍
結
に

ご
注
意
を
！

■指定給水装置工事事業者・年末年始当番工事事業者

当　番　日電話番号住　　所指定事業者

１２月２８日（土）
２９日（日）

１月１日（水）
　２日（木）
５日（日）

緯４２－２６４５文珠１４１番地加藤建設㈱

１２月３０日（月）
３１日（火）

１月３日（金）
４日（土）

緯４２－３１４８本町３７番地１
㈱和泉組

歌志内支店

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
水
道
管
の
水
抜
き
は
万

全
で
し
ょ
う
か
。
水
抜
き
を
し
な

い
で
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し

た
場
合
、
家
屋
に
甚
大
な
被
害
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
道
凍
結
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
時
　
短
期
・
長
期
間
を
問

わ
ず
、
こ
ま
め
に
水
抜
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
夜
　
間
　
夜
間
か
ら
早
朝
に
か

け
て
水
道
凍
結
が
起
き
や
す
い

の
で
水
抜
き
を
忘
れ
ず
、
日
中

で
も
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

は
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
空
き
家
　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ

ー
ト
な
ど
に
住
ん
で
い
る
方
が

退
居
す
る
と
き
は
、
必
ず
使
用

者
が
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知
広
域
水

道
企
業
団
工
務
課
（
緯
５
３
～

３
８
３
１
）

※
水
道
管
の
凍
結
解
氷
、
年
末
年

始
の
水
道
修
繕
に
つ
い
て
は
、

左
表
に
記
載
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
受
け
付
け
時
間
は
８
時
　３０

分
か
ら
　
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１７



２３

くらしの情報

令和元年１２月号

募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
、
家
屋
や
土
地
な
ど
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
令
和
元
年
中
に
家
屋
等
を
取

り
壊
し
た
場
合
に
は
、
来
年
度
の

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、　

月
中
に
「
家
屋
滅
失
届
」

１２

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

等
で
法
務
局
に
お
い
て
滅
失
登
記

が
完
了
し
て
い
る
場
合
は
、
届
け

出
は
不
要
で
す
。

取
り
壊
し
た
家
屋
は

必
ず
届
け
出
を

　
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離

婚
、
相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
　
月
３
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１２

１０

１２

木
下
　
尊
氏
弁
護
士

▽
　
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１２

１７

１０

１２

横
井
　
千
穂
弁
護
士

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

札
幌
弁
護
士
会

無
料
法
律
相
談
会

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２

～
３
２
１
７
）

………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
配
達

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

罫
訪
問
介
護
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

茎
４
ト
ン
ユ
ニ
ッ
ク
運
転
手

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

荊
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

蛍
大
型
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

６２

計
土
木
作
業
員

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
～
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報
 （
　
月
８
日
現
在
）

１１

　
資
産
課
税
（
相
続
税
・
贈
与
税

・
譲
渡
所
得
）
に
関
す
る
個
別
相

談
に
つ
い
て
は
、
相
談
日
を
設
け

て
事
前
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
個
別
相
談
の
予
約
　
滝
川
税
務

署
（
緯
２
２
～
２
１
９
１
音
声

案
内
２
）

▽
一
般
相
談
　
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
（
緯
２
２
～
２
１
９
１
音
声

案
内
１
）

滝
川
税
務
署
か
ら
の

お
願
い

狩
猟
免
許
試
験

　
狩
猟
免
許
試
験
の
予
備
講
習
受

講
者
と
受
験
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
狩
猟
試
験
予
備
講
習

▼
と
　
き
　
令
和
２
年
１
月
　
日
２６

（
日
）
９
時
～
　
時
　
分

１６

３０

▼
と
こ
ろ
　
岩
見
沢
市
民
会
館
ま

な
み
ー
る
（
岩
見
沢
市
９
条
西

４
丁
目
１
番
地
１
）

▼
受
講
料

茨
第
１
種
、
第
２
種
　
１
０
，０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

芋
わ
な
　
７
，５
０
０
円

鰯
網
　
７
，５
０
０
円

※
茨
と
芋
ま
た
は
鰯
の
２
種
類
を

受
講
す
る
場
合
は
１
２
，５
０
０

円
、
３
種
類
を
受
講
す
る
場
合

は
１
５
，０
０
０
円

▼
受
付
期
間
　
　
月
　
日
（
火
）

１２

２４

　
～
令
和
２
年
１
月
　
日
（
火
）

２１

■
狩
猟
免
許
試
験

▼
と
　
き
　
令
和
２
年
２
月
２
日

（
日
）
９
時
～

▼
と
こ
ろ
　
空
知
総
合
振
興
局

▼
問
い
合
わ
せ
　
空
知
猟
政
協
議

会
（
緯
０
１
２
６
～
２
５
～
５

７
６
８
）　

※
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
で
免

許
取
得
費
用
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
（
く
わ
し
く
は
ふ
る
さ

と
振
興
グ
ル
ー
プ
へ
）
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ
と
振
興

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
～
３
２
１
５
）

職
業
訓
練
生
募
集

　
一
般
社
団
法
人
中
空
知
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
協
会
で
は
、
令

和
２
年
度
公
共
職
業
訓
練
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目
　
板
金
科
及
び
電
気

工
事
科

▼
訓
練
期
間
　
令
和
２
年
４
月
　１３

日
（
月
）
～
令
和
３
年
３
月
　１６

日
（
火
）

▼
応
募
資
格
　
中
学
卒
業
以
上
の

方
（
見
込
み
を
含
む
）

▼
募
集
人
数
　
各
科
７
名

▼
場
　
所
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
空
知

▼
授
業
料
　
無
料
（
別
途
入
学
諸

経
費
と
し
て
５
５
，０
０
０
円
）

※
電
気
工
事
士
等
の
資
格
試
験
受

検
料
は
別
途
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
間
　
　
月
２
日
（
月
）

１２

　
～
令
和
２
年
１
月
　
日
（
水
）

１５

▼
問
い
合
わ
せ
　
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
ま
た
は
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知
（
緯
２
４

～
１
８
８
０
）
へ
。



２４

編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
４
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

令和元年１２月号

くらしの情報
募
　
集

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

催
　
し

そ
の
他

　
市
民
の
ひ
ろ
ば
へ
の
作
品
投
稿

は
、
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
（
市
役

所
３
階
緯
４
２
～
３
２
１
４
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「寒いときには」

花田　二美恵

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
ふ
る
さ
と
納
税

▽
札
幌
市
　
 木
  村
 　

き
 
む
ら

 隆
 

た
か

 夫
 さ
ん
か

お

ら
　
　
　
　
　
　
現
金
５
万
円

▽
砂
川
市
　
 北
  風
 　

き
た
 か
ぜ

 晃
 さ
ん
か
ら

あ
き
ら

　
　
　
　
　
　
　
現
金
５
万
円

▽
大
阪
府
　
 喜
  多
 　

き
 
た

 亮
介
 さ
ん
か

り
ょ
う
す
け

ら
　
　
　
　
現
金
２
万
５
千
円

▽
青
森
県
　
 山
  本
 　

や
ま
 も
と

 康
  太
 さ
ん
か

こ
う
 
た

ら
　
　
　
　
　
　
現
金
２
万
円

▽
由
仁
町
　
 田
  中
 　
 達
 さ
ん
か
ら

た
 
な
か
 

さ
と
る

▽
札
幌
市
　
匿
名
　
現
金
３
万
円

■
歌
志
内
市
へ

▽
砂
川
市
　
 後
  藤
 　
 八
  千
  代
 さ
ん

ご
 
と
う
 

や
 
ち
 
よ

か
ら
　
　
　
　
　
現
金
　
万
円

１０

「師走の一ぷく」

田中　順子

「ティッシュケース」

岩谷　君子

「ティッシュケース」

佐藤　祐子

　
「
歌
志
内
の
昔
話
」
の
絵
を
描

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
を
作
り

ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
も
公
開
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
火
）
～

１２

２４

　
日
（
木
）　

時
　
分
～
　
時

２６

１３

３０

１５

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
参
加
費
　
無
料

▼
対
　
象
　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　１２

月
　
日
（
土
）
ま
で
に
図
書
館

２１

（
緯
４
２
～
６
９
０
０
）
へ
。

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
う
ち
、
契

約
当
事
者
が
　
歳
以
上
で
あ
る
相

６０

談
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
　３０

年
度
に
は
約
　
万
件
と
過
去
　
年

４３

１０

で
最
高
を
更
新
し
、
相
談
全
体
に

占
め
る
　
歳
以
上
の
相
談
の
割
合

６０

も
約
　
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

４９

　
架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回
線
な
ど

の
情
報
通
信
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
、
被
害
を
増
や
さ
な

い
よ
う
に
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
滝
川
地
方
消
費

者
セ
ン
タ
ー
（
緯
２
３
～
４
７

７
８
）
ま
た
は
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
緯
１
８
８
）

小
学
生
の
学
習
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
歳
以
上
の

６０消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
増
加

図
書
館チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室

障
が
い
者
控
除

　
所
得
税
や
市
民
税
の
申
告
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
　
歳
以
上
の
方
で
も
、

６５

介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
に
よ
っ

て
は
、
障
が
い
者
に
準
ず
る
高
齢

者
と
し
て
、
障
が
い
者
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
認
定
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
～
３
２
１
３
）

　
冬
休
み
中
に
、
ド
リ
ル
学
習
な

ど
を
行
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
イ
ン

タ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
学
習
な
ど
を
お
手
伝
い
す

る
学
習
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
４
名

▼
応
募
条
件
　
ド
リ
ル
帳
の
答
え

合
わ
せ
（
ま
る
つ
け
）
が
で
き

る
高
校
生
以
上
の
方

▼
期
　
間
　
　
月
　
日
（
月
）
～

１２

２３

　
日
（
水
）
の
３
日
間
　
９
時

２５～
　
時
１２

▼
と
こ
ろ
　
歌
志
内
小
学
校

▼
謝
　
礼
　
１
回
２
，０
０
０
円

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
　
月
　

１２

１０

日
（
火
）
ま
で
に
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２

～
４
２
２
３
）
へ
。


